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大崎学園　副学園長　倉田 

義務教育学校の良いところは？ 

～子どもをより良い方向へ導くための義務教育学校として～ 

○大崎学園勤務が４年以上の職員の声　（☆…三条嵐南学園勤務経験あり） 

＜職員の意識＞ 

☆職員会議を前期課程・後期課程全職員で行っていることで、学校として統一した目標で、教育

活動を行っている意識が強い。 

☆体育祭や文化祭などの行事も部分参加なのは三条嵐南学園も大崎学園も同じだが、同じ目標で

やっている意識が強い。 

☆前期を終了した子が後期でどのように成長していくか、間近で見られて三条嵐南学園より距離

が近いと思う。 

・１～９年生まで幅広い年令間での交流（助け合いも含め）ができる。その様子を間近で見るこ

とができる。 

・発達段階を１～６年ではなく、１～９年間で捉えることができる。段階ごとに大切な課題は何

かを押さえつつ。 

・一体校でも同じことが言える場合があるが、教員側の意識として「義務教育学校である」とい

う意識が常にあることが一体校より良い点といえる。 

☆一体校では校長が２名いたので、当時はただ小中がくっついただけという感じがあった。校

長・副校長が１～９年を通して全体を見ていることが、１つの学校として同じ方向に舵を取っ

ていくことで重要であると思う。 

☆どんなに大変なことがあっても、成長した９年間の姿を見ると「人は成長する。いつか、こち

らの気持ちが通じる日がくる。」と信じて頑張ることができる。 

 

＜職員間の連携について＞ 

☆月１回の職員会議でも、きちんと小中で共通理解が図れる。 

☆研修や部会でも前後期の実態がわかり、９年間のつながりを意識して計画、実践ができる。 

・前後期の職員が同じ職員室内で活動し、交流・情報交換をすることができる。 



　例：教科のつながり（系統性）、進度、指導方法等について 

生徒や家庭の状況、小学校（前期）時の様子について 

行事だけでなく慰労会等も一緒に行っているため、職員間でよい関係を作れている。 

・専門的な知識をもつ後期職員に前期職員が授業内容などを相談することができる。 

・後期職員が日常的に前期生の学級を見たり、情報を聞いたりすることができるため、次年度の

生徒指導に向けて準備がしやすい。 

・前期職員も自分が担任した学園生の後期進級後の様子を見ることができる。 

・職員室が同室のため、１～９年の学年組織間の意思疎通が取りやすい。 

・校長が一人であることで、指示系統、指導の方向が明確になる。生徒指導、学習指導等あらゆ

る面において。 

・通級指導教室でも前期から後期への接続がスムーズにできる。 

・小学校のシステム、中学校のシステムの互いの良いところを取り入れることができる。今まで

と異なる視点から物事を考えることができる。 

 

＜学園生への指導、支援＞ 

・１～９年の学年組織となるため、９年間を見通した教育がイメージしやすい。 

・学習内容を１～９年で見通しながら、系統立てて指導にあたることができる。 

☆子どもや家庭についてのケース会議等、一緒に連携を取って取り組むことができる。 

⇒日頃からきょうだい関係の連絡が取りやすい。 

・低学年から見ている職員がおり、生徒との信頼関係が継続する。そのことにより、切れ目のな

い児童生徒に対する支援が期待できる。 

・後期に進級しても、前期の職員が学園内にいることで、学園生に安心感がある（中１ギャップ

の解消）。何かあった時、今までの経緯がわかる場合が多い。その子の成長をすぐ褒めることが

できる。 

 

＜学園生の成長＞ 

・後期生が前期生と関わる場面が日常的にあり、年下への気配りができる学園生が多い。 

　例：後期生が前期生と関わる場面で、自然と中腰になり、目線を合わせて活動している。 



絆づくり集会を１～９年生全員で関わることができる。（他は主に５・６年と中学生） 

前期生が後期生の姿を見て、６年から７年へ上がるときの気持ちの構えができるようにな

っている。 

・前期生からは成長した後期生の姿を見てイメージ像がもてる。憧れ、尊敬。 

・後期生からは優しい気持ち、自分が成長してきたことを下の学年の様子を見ながら振り返るこ

とができる。自己有用感もより感じることができる。学習だけでなく、清掃、式典、部活動な

どで。全校で歌う校歌の歌声、集会で集まった時の緊張感なども。 

 

＜その他＞ 

☆職員室の配置を工夫した（高学年の配置と７，８年の配置を隣にした）ことで、小中の壁がな

くなった。高学年部の職員が日々７～９年生の動きや気配を感じながら過ごすことで、切れ目

ない一体感が出てきた。 

☆（三条嵐南学園と違い）学園生玄関が一緒なので、前後期両方の子どもの顔をよく見ることが

できる。 

☆前後期関係なく、欠席者へのお届け物をお願いできる。 

☆（親目線で）同じ体操着をずっと使える。 

・PTA 組織が一つとなり、保護者の負担が小さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 


